
（別紙３）

～ 令和7年3月22日

（対象者数） 25名 （回答者数）
19名

～ 令和7年3月7日

（対象者数） ７名 （回答者数）
７名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

企業価値を高め、皆様から信頼される企業市民を目指しま
す。

2

多種多様な経験が出来る場としてRococoであり続けるように
研鑽して参ります。
利用児童・生徒には数多くの経験・体験が、本人の中に「ひ
きだし」を数多く持って貰いたい。
そして、いつかその「ひきだし」が本人の役に立つ事を願っ
て支援をして参ります。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

市が開催した講義研修には参加を致しましたが、訓練を実施
頂く事もお願いして参ります。
県・消防・警察・自衛隊等との合同訓練は福岡・佐賀・長崎
の広域で実施されますので、今後は地域住民を幅広く参加で
きる計画があればと思います。
今後は自立支援協議会等でも参加計画を提案して参ります。

○事業所名 放課後等デイサービス

○保護者評価実施期間
令和7年3月2日

○保護者評価有効回答数

令和7年3月2日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和7年3月26日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

防災並びに自然災害、津波、原子力災害が本当に起きたら？

玄海原子力発電所とRococoの距離は約１３Kmであり、待った
なしの避難となるのですが、訓練をゆっくり行ったとは言
え、常に確認作業を行っている状況です。
本番ではどうなるのか？
抜け漏れ、誤った行動が起きないように市町との訓練をもっ
ともっと増やす事が大事ではと痛感します。

万一の場合、着の身着のままで避難して水・食料・避難具等
をどの程度持って行けるか？

・地域に慣れ浸しんだ事業所になってきたこと 保護者と児童・生徒の想いに寄り添い、愚直に向き合い、安
心・安全な居場所としてRococoが魅力溢れる企業であり続け
ること

職員の経歴も児童指導員任用資格を取得したり、保育士、教
諭免許、言語聴覚士、を配置し、多種多様な角度から支援内
容を計画しております。

常々、「笑顔で来て、笑顔で帰る」を伝えており、帰りの会
では「今日は○○さんと一緒に○○出来て楽しかった。」と
発表してくれてます。
児童・生徒が自立へ向け、一歩一歩進む支援を心がけており
ます。

事業所における自己評価総括表公表


